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*1 https: //cloud. go ogle. com/maps-platform/places/ 












































































































































































































































{ Class 1, Class2, ・ ・ ・,ClasslO}の階級数10に分割した上で比較を行った．各ツイートにお
ける投稿に対しては形態素解析による前処理を行なっており，これにはMecab*3を利用し
た．このとき，形態素解析に用いる辞習としては， IPA辞書を新語や固有表現に対して拡張
したmecab-i padic-NEologd *4を用いたまた，Unigramの抽出には，TheKyoto Language 
























*3 http: //taku910. gi thub. io/mecab/ 
*4 https: / / gi thub. com/neologd/mecab-ipadic-neologd 





投稿曜日 投稿時間 投稿文字数 投稿絵文字数 投稿顔文字数 投稿数 連続投稿数 再来訪数
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ランキング上の順位を基に して，階級幅を10として{Classl,Class2, ・ ・ ・, ClasslO}の階級数
10に分割した上で比較を行った．
ます初めに，各観光地においてツイート別で集計した統計的特徴凪の累積確率分布に対して
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the number of repeat posts by users 
図3.8 ユーザの連続投縞数における累稲確率分布
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Unigram + IG 










































統計的特徴塁を用いる． 言語的特徴屈としては， Unigram,Bigram, Part-Of-Speech (POS) 
Unigram, Word2Vecを用いた．ただし， Unigramに対してはInformationGain (IG), Term 






































における学習モデルが高い性能を記録した． しかし， Unigram+ TFIDFにおける次元数3521
がBigramにおける次元数1203938と比較して非常に低次元であるため，有用な特徴母選択がさ
れていると考えられる．そこで本実験では， 言語的特徴凪としてはUnigram+ TFIDFをラン












分類に対して寄与しないことがわかる．また，ツイ ー ト別の統計塁 とユーザ別の統計鼠におけ
















表4.5 ランキング学習モデルの特徴批別籾度比較． 言語的特徴屈： Unigram+ TFIDF, 
統計的特徴凪：投稿曜日＋投稿時間＋投稿文字数
特徴凪 ペアワイズ精度 平均NDCG
言語的特徴磁 0.8864 0.8918 
統計的特徴塁 0.6666 0.1741 
言語的特徴羅＋ 統計的特徴磁 0.8329 0.7692 
言語的特徴量 （順位相関係数 ＞0.4) 0.7915 0.8998 
統計的特徴量 （順位相関係数 ＞0.4) 0.6440 0.2038 
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表4.6 'D:ipAdvisorにおける観光地のランキングとTwiiterにおける観光地のランキングの上位15件
順位 '1¥-ipAdvisor Twitter Twitter（順位相関係数＞ 0.4.)
1 両国国技館 国立新美術館 サンシャインシティ
2 浅草 サンシャインシティ サンシャイン水族館
3 六本木ヒルズ サンシャイン水族館 国立新美術館
4 千烏ヶ淵 東京国際フォーラム 東京国際フォーラム
5 八芳園 Bunkamura Bunkamura 
6 明治神宮 六本木 アメヤ横丁
7 東京ジャーミィ・トルコ文化センター 谷中盆園 スパラクーア
8 浅草寺 お台場パレットタウン 思い出横丁， 東京都庁 銀座並木通り 六本木
10 東京国立博物館 アメヤ横丁 東京キャラクターストリート
1 1 キッザニア東京 両国 北の丸公園
12 迎賓館赤坂離宮 思い出横丁 千烏ヶ淵
13 羽田空港 北の丸公園 銀座並木通り
14 シーサイドトップ展望台 東京ドーム 両国













































































△TweetN > μ + 2ふ△TweetNくμ-20 (4.3) 
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